
筑
紫
（
九
州
）
の
萬
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
四
十
回
）

「
万
葉
集
と
防
人
の
任
地
」

・
奈
良
時
代
に
大
陸
勢
力
の
進
攻
を
防
禦
す
る
た
め
に
筑
紫
（
今
の
九
州
）
の
沿
岸
や

壱
岐
・
対
馬
の
海
岸
の
崎
々
・
峰
々
の
守
護
の
任
に
当
た
る
た
め
に
「
防
人
」
即
ち
、

兵
士
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
が
「
日
本
書
紀
」
天
智
三
（
６
６
４
）
年
五
月
十
七
日
の
条

に
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
万
葉
集
巻
二
十
に
は
天
平
勝
宝
七
（
７
５
５
）
年
二
月
に
交
代
要
員
と
し
て
筑

紫
に
派
遣
さ
れ
た
東
国
諸
国
の
防
人
（
崎
守
、
岬
守
と
同
意
）
や
そ
の
父
や
そ
の
妻
た

ち
の
歌
８
４
首
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
前
回
の
本
シ
リ
ー
ズ
第
三
十
九
回
「
防
人
の
歌

～
難
波
か
ら
筑
紫
へ
」
に
は
難
波
津
か
ら
出
港
の
際
に
防
人
た
ち
が
詠
っ
た
歌
を
中
心

に
載
せ
て
い
る
。

・
水
島
義
治
著
「
万
葉
集
防
人
歌
全
注
釈
」
に
は
防
人
が
難
波
津
に
集
結
し
、
出
港
し

た
防
人
達
が
筑
紫
に
到
着
後
、
駐
屯
し
、
大
陸
勢
力
進
攻
の
守
備
に
当
っ
た
地
域
は
、

「
日
本
書
紀
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地
で
あ
る
「
今
の
長
崎
県
の
壱
岐
・
対
馬
及
び
北

部
九
州
沿
岸
の
あ
ち
こ
ち
の
い
ず
れ
か
の
地
域
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
ど

の
地
点
に
配
備
さ
れ
、
駐
屯
し
て
い
た
か
を
示
す
資
料
は
な
く
。
こ
れ
を
詳

つ
ま
び

ら
か
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の
趣
旨
を
記
す
。
こ
の
こ
と
は
古
代
、
防
人
の
配
置
は
軍

事
機
密
で
あ
っ
た
た
め
に
資
料
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
の
説
が
あ
る
。

・
と
こ
ろ
が
万
葉
集
に
は
防
人
が
防
備
に
配
置
さ
れ
て
い
た
地
と
し
て
示
す
文
献
と
し

て
唯
一
の
例
で
あ
る
と
の
説
が
あ
る
次
の
万
葉
歌
が
あ
る
。



・

筑

前

つ
く
し
の
み
ち
の
く
ち
の

国く
に

の
志
賀

し

か

の
白
水
郎

あ

ま

の
歌
十
首
」
の
第
七
首
目
の
歌
で
あ
る
。

沖
つ
鳥

鴨か
も

と
ふ
舟
の

還か
へ

り
来こ

ば

也や

良ら

の
崎さ

き

守も
り

早
く
告つ

げ
こ
そ

 
 
 
 
 

巻
十
六
―
３
８
６
６

（
解
説
）
鴨
と
い
う
名
の
舟
が
帰
っ
て
き
た
ら
、
也
良
の
崎
守
（
防
人
と
も
い
う
）
よ
、

早
く
知
ら
せ
て
く
れ
よ
。
―
「
鴨
」
と
い
う
名
の
舟
に
志
賀

し

か

の

島し
ま

の
白
水
郎
（
漁
師
）・

荒あ
ら

雄を

が
乗
っ
て
い
る
か
ら
と
対
岸
の
能の

古
島

こ
の
し
ま

の
也
良
の
防
人
に
妻
た
ち
が
悲
痛
な
思

い
で
呼
び
か
け
て
い
る
。
―

・
奈
良
時
代
の
初
め
。
志
賀

し

か

の

島し
ま

の
漁
師
「
荒
尾
」
が
、
大
宰
府
か
ら
対
馬
（
現
・
長
崎

県
対
馬
）
に
食
糧
を
送
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
友
人
か
ら
の
、
た
っ
て
の
願
い
に
応
え
て

対
馬
に
食
糧
を
運
ぶ
た
め
に
船
を
だ
す
が
暴
風
に
あ
っ
て
船
が
沈
没
し
、
つ
い
に
帰
ら

ぬ
人
と
な
っ
た
。

・
こ
の
歌
は
荒
雄
の
妻
子
が
、
「
荒
尾
」
の
生
還
を
念
じ
て
詠
ん
だ
と
い
う
連
作
の
一

首
で
あ
る
。
ま
た
一
説
で
は
筑
前
の
国
守
・
山
上
憶
良
が
荒
尾
の
妻
の
身
に
な
っ
て
作

っ
た
歌
で
あ
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

・
対
馬
に
食
糧
を
送
る
こ
と
に
つ
い
て
は
古
代
の
法
令
に
よ
っ
て
対
馬
に
配
置
さ
れ
た

防
人
な
ど
の
食
糧
に
あ
て
る
た
め
毎
年
、
筑
紫
の
六
国
（
筑
前
・
築
後
、
豊
前
・
豊
後
、

肥
前
・
肥
後
）
が
交
替
で
、
そ
の
任
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。



・
こ
の
万
葉
集
に
詠
わ
れ
て
い
る
【
也
良
】
に
つ
い
て
は
博
多
湾
湾
口
に
浮
か
ぶ
能
古

島
（
福
岡
市
西
区
能
古
）
の
最
北
端
の
岬
を
い
い
。
ま
た
、
「
也
良
の
崎
守
」
は
こ
の

也
良
に
配
置
さ
れ
た
外
洋
防
備
の
兵
士
（
防
人
）
を
指
す
と
の
説
が
あ
る
。

（
写
生
地
）
福
岡
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
古
く
は
博
多
湾
に
突
き
出
た
岬
で
「
荒

津
山
」
と
呼
ば
れ
、
万
葉
集
に
「
荒
津
の
崎
」
と
詠
ま
れ
て
い
る
今
の
西
公
園
（
福
岡

市
中
央
区
）
の
北
の
突
端
の
麓
・
博
多
湾
に
面
す
る
「
福
津
浜
」
か
ら
左
に
「
能
古
島

（
福
岡
市
西
区
）
」
、
そ
の
対
岸
、
右
に
こ
の
万
葉
集
で
詠
わ
れ
た
「
志
賀
の
白
水
郎
・

荒
尾
」
の
故
郷
で
あ
る
「
志
賀
島
（
福
岡
市
東
区
）」、
ま
た
、
両
島
の
間
に
糸
島
半
島

の
沖
合
に
あ
る
「
玄
界
島
（
福
岡
市
西
区
）
」
を
配
し
た
三
つ
の
島
々
が
浮
か
ぶ
博
多

湾
湾
口
風
景
を
描
く
。（
池
田
杏
花
）



【
志
賀
島
】

・
こ
の
万
葉
集
で
詠
わ
れ
て
い
る
「
志
賀
の
白
水
郎
・
荒
尾
」
の
故
郷
と
い
わ
れ
る
「
志

賀
島
（
福
岡
市
東
区
）
」
は
博
多
湾
の
北
正
面
に
位
置
し
、
砂
州
・
海
の
中
道
に
よ
り

陸
繋
島
で
あ
る
。
海
の
中
道
の
西
の
先
端
は
満
潮
時
に
水
没
す
る
の
で
志
賀
島
と
繋
ぐ

橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
志
賀
島
は
周
囲
１
１
キ
ロ
南
北
に
長
い
楕
円
形
の
島
で
あ
る
。

・
江
戸
時
代
の
天
明
４
（
１
７
８
４
）
年
に
現
在
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
福
岡
市
博
物
館

に
保
管
・
展
示
さ
れ
て
い
る
紀
元
一
世
紀
に
日
本
と
中
国
が
交
流
し
て
い
た
こ
と
を
物

証
す
る
金
印

き
ん
い
ん

（

漢
か
ん
の

委わ
の

奴な
の

国
王

こ
く
お
う

印
）
が
発
見
さ
れ
た
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

【
能
古
島
】

・「
能
古
島
」（
福
岡
市
西
区
能
古
）
は
福
岡
湾
口
に
浮
か
ぶ
南
北
に
長
い
ナ
ス
ビ
型
の

島
。
市
街
地
に
近
く
、
釣
り
、
海
水
浴
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
昆
虫
採
取
で
訪
れ
る
人
が
多

い
。
ま
た
、
島
の
北
側
に
は
「
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
」
が
あ
り
、
四
季
を
問
わ
ず
花
が

咲
き
誇
る
自
然
公
園
と
し
て
市
民
の
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

・「
能
古
島
」
へ
は
福
岡
市
西
部
の
博
多
湾
に
面
す
る
愛
宕
浜
に
あ
る
能
古
渡
船
場
か

ら
市
営
渡
船
で
約
１
０
分
で
能
古
島
の
渡
船
場
へ
着
く
。

・
島
内
に
は
西
鉄
バ
ス
が
北
端
に
あ
る
「
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
」
ま
で
運
行
し
て
お
り
、

終
点
で
下
車
（
約
１
３
分
）
し
、
海
岸
方
面
へ
の
坂
道
を
少
し
下
れ
ば
灯
台
が
立
っ
て

い
る
。
こ
の
一
帯
が
、
こ
の
万
葉
歌
か
ら
古
代
に
防
人
が
配
置
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
「
也
良
岬
」
で
あ
る
。



・
こ
こ
能
古
島
の
也
良
岬
か
ら
は
北
の
志
賀
島
、
北
西
に
玄
海
島
を
配
し
た
博
多
湾
口

を
ひ
と
目
で
見
通
す
景
観
で
玄
界
灘
と
の
船
の
出
入
も
監
視
で
き
る
こ
と
か
ら
古
代

に
防
人
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
う
な
ず
け
る
場
所
で
あ
ろ
う
。

（
写
生
地
）
能
古
島
の
北
端
也
良
岬
か
ら
は
瀬
戸
を
隔
て
て
正
面
約
３
ｋ
ｍ
の
と
こ

ろ
に
対
峙
す
る
志
賀
の
島
の
一
部
と
遠
く
に
広
が
る
玄
界
灘
を
描
く
。（
池
田
杏
花
）
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